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コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
開
催
が
中
止
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
、
か
ご
し
ま
住
ま
い
と
建
築
展
が
3
年
ぶ
り
に

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）
の
２
日
間
ブ
ー
ス
出

展
を
行
い
、
鹿
児
島
工
学
院
専
門
学
校
の
生
徒
の
作
品

の
展
示
や
、
地
鎮
祭
（
神
事
）
の
お
供
え
物
や
儀
式
の

説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
23
日
（
日
）
に
は
鹿
児
島
工
学
院
専
門
学
校
、

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
、
鹿
児
島
工
業
高
等
学
校
の
生

徒
さ
ん
と
我
々
青
年
部
会
と
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
建
築
へ
の
憧
れ
や
不
安
な
ど
色
ん
な
意
見
が
飛
び
交

い
学
生
の
皆
さ
ん
も
将
来
に
つ
い
て
希
望
を
持
た
れ
、

我
々
も
将
来
を
担
う
若
者
の
考
え
や
企
業
に
求
め
る
も

の
な
ど
が
分
か
り
、
実
り
あ
る
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。 

 　
令
和
5
年
1
月
26
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ

鹿
児
島
天
文
館
楠
Ⅰ・Ⅱ
に
て
令
和
5
年
鹿
児
島
県
青
年

団
体
新
春
の
集
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
4
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
鹿
児
島
県
建
設

業
青
年
部
会
、（
一
社
）
鹿
児
島
県
建
築
士
事
務
所
協
会

青
年
部
会
、（
公
社
）
鹿
児
島
県
建
築
士
会
青
年
部
会
、

鹿
児
島
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
青
年
協
議
会
の
4
団

体
の
方
々
に
も
御
参
加
い
た
だ
き
２9
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
今
回
ご
出
席
い
た
だ
い
た
他
団
体
の
方
々
の
活
動
報

告
等
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
建
築
に
関
わ
る
相
談

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、各
団
体
が
地
元
の
為
に
様
々

な
活
動
を
し
て
い
る
事
な
ど
の
報
告
を
受
け
、
非
常
に

刺
激
が
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
我
々
の
活
動

に
生
か
す
と
共
に
、
以
後
団
体
間
で
協
力
し
合
い
、
業

界
全
体
及
び
鹿
児
島
県
全
体
を
盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　 ▶ 経営者講習会　〜残業上限規制について〜

           　 ▶ WEB 発信セミナー　〜現場における最新機器について〜

　　　　 ▶ 現場見学会　　　▶ 学生との交流会　　　■ ボランティア活動
■　

■　2022 かごしま住まいと建築展

■　BIM研修会

・部会長ご挨拶　部会長　重留 巧治

C O N T E N T S

・卒会者ご挨拶　（株）木落建設　木落 孝作

□　「志學館大学 40周年記念館新築工事」　鹿児島市紫原１丁目　竣工：2022 年 3月 28日　-　内村建設株式会社



　
令
和
4
年
9
月
16
日
（
金
）
ホ
テ
ル
マ
イ

ス
テ
イ
ズ
鹿
児
島
天
文
館
に
て
経
営
者
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
2
0
2
4

年
に
建
設
業
へ
も
適
用
さ
れ
る
「
残
業
上
限

規
制
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
て
、

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
法
人

E
M
a
g
e
n
c
y 

代
表
・
松
田
将
紀
様

に
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
働
き
方
改
革
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
昨

今
で
、
経
営
者
側
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
取
る
べ
き
か
、基
礎
知
識
の
部
分
か
ら
、

法
改
正
の
概
要
な
ど
細
か
く
ご
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。残
業
上
限
規
制
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
は
も
ち
ろ
ん
、
雇
用

や
給
与
に
影
響
す
る
た
め
、
会
社
経
営
に
お

い
て
重
要
な
内
容
で
あ
り
各
人
興
味
深
く
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な
事
例
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
繁
忙
期
と
閑

散
期
の
労
働
時
間
の
配
分
や
長
時
間
労
働
の

リ
ス
ク
な
ど
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
員
及
び
O
B
の
23
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ

た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

一般社団法人鹿児島県建築協会青年部会

株式会社重留建設部会長 重留  巧治

　青年部会部会長を務めさせていただき、あっという間に 1 年が過ぎ
ようとしています。今年度も青年部会員はもとより、多くの皆様のご協
力により様々な事業を開催できたと実感しております。心から感謝申し
上げます。
　会員や会員企業が青年部会活動に参加して良かったと思える研修をは
じめ、建築業界の発展へと繋がる事業、県内の青少年育成として学生へ
建築の魅力を伝える事業、団体だから可能な県内同業団体との交流、そ
して会員同士の親交を深める会員交流会など、この一年、本当に多くの
事業を行うことが出来ました。特に会員向けの研修では、会員だけでは
なく青年部会OBの多くの参加をいただけたことは、タイムリーで魅力
的なテーマで研修が出来たのではないかと考えております。各委員会で
しっかりとテーマについて話し合い、研修内容や運営方法などの議論を
重ねた結果だと嬉しく思います。
　これからも私ども青年部会は、活発かつ有意義な青年部会活動になる
よう取り組んでまいりますので、会員ならびに関係各位の皆様の一層の
ご理解とご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

■ 一年を振り返って

ご挨拶
GREETING

編集後記

　今回で2000誌も発行50号となりました。年2回の発行ですので26年続いております。
　今年度は、コロナ前に近いくらい青年部会としても活動を行いました。当たり前が当た
り前ではなくなってきた近年ですが、我々青年部会は時代の変化と向き合いながら日々成
長していこうと思います。（中村）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

活動報告
REPORT
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■　ボランティア活動

　令和 5 年 1 月 26 日 ( 木 )、天文館周辺を中心にボランティア清掃を

行いました。会員 25 名が参加し、青年部会設立当初より『地域社会へ

の貢献』を主な活動としております。

　清掃中もお声掛けをしていただけたりと大変やりがいがありました。

年々、ゴミの量も減ってきており地域の方々の日頃の清掃が行き届い

ているのと、通行人のマナーの改善を感じられました。

　今後ともこの活動を継続していきますのでご理解とご協力の程宜し

くお願い致します。

　
令
和
4
年
12
月
21
日
（
水
）
建
築
協
会
会

議
室
に
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
W
E
B
発

信
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
『
現
場
に
お
け
る
最
新
機
器
に

つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
て
、
太
陽
建

機
レ
ン
タ
ル
株
式
会
社
、
株
式
会
社
久
永
、

株
式
会
社
シ
ョ
ー
ジ
の
3
社
を
お
招
き
し
現

場
で
の
人
手
不
足
解
消
の
お
役
立
ち
で
き
る

よ
う
な
機
器
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
自
動
墨
出
し
機
を
始
め
、
作
業
員
一
人
で

も
測
量
の
出
来
る
機
器
や
現
場
管
理
の
際
の

写
真
や
図
面
等
を
ク
ラ
ウ
ド
を
用
い
て
共
有

で
き
る
ソ
フ
ト
な
ど
5
商
品
を
会
場
に
準
備

し
説
明
や
実
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
会
員
や
O
B
・
会
員
企
業
の
従
業
員
の
方

23
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
最
新
の
機
器

に
触
れ
現
場
で
の
活
用
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
ま
し
た
。 
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　お陰様で鹿児島県建築協会青年部会を３月末にて卒会する事になりました。

１４年近い活動の中で部会長も務めさせていただきましたが、改めて当時の役員や会員

の皆様のご協力に感謝いたします。

　当時の活動の中で特に印象深いのは訪問型の学生との交流会です。今では様々な団体

にて活動をしておりますがその当時はあまりなく今現在でも継続事業として続いている

事が会に少しは貢献出来たのかな？と思います。特にその当時の担当委員長様（現部会長）

お世話になりました。

　最後になりますが現会員の皆様、青年部会という貴重な時間を大切に積極的に活動し

て下さい。その努力がきっと将来の糧になるはずです。青年部会の皆様の益々のご活躍

をお祈り申し上げます。本当にお世話になりましてありがとうございました。

株式会社 木落建設
木落　孝作
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編集後記

卒会者よりご挨拶

　
令
和
5
年
2
月
15
日
（
水
）
鹿
児
島
工
業

高
等
学
校
に
て
、
2
月
24
日
（
金
）
鹿
屋
工

業
高
等
学
校
に
て
、
訪
問
型
の
学
生
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
2
部
構
成
で
行
い
、
1
時
限
目
は
実
際
に

建
築
業
で
働
い
て
い
る
当
委
員
会
メ
ン
バ
ー

の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
も
ら
い
、
2
時
限
目

は
鹿
児
島
工
業
高
等
学
校
で
は
参
加
会
員
全

員
に
よ
る
質
疑
応
答
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
鹿
屋
工
業
高
等
学
校
で
の
2
時
限
目

は
、
大
工
さ
ん
に
よ
る
墨
付
け
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　
実
際
に
当
日
は
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場

に
な
り
、
日
々
の
業
務
内
容
や
、
や
り
が
い

等
の
魅
力
に
直
接
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
今
後
の
進
路
決
定
の
参
考
の
場
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

OTHERS

■　鹿児島工業高等学校の皆さんと■　鹿屋工業高等学校の皆さんと

　
令
和
5
年
3
月
17
日
（
金
）、「
鹿
児
島
東

西
道
路
」
現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
、
大
成
・
大
豊
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
九
州
で
は
初
め

て
の
特
殊
な
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
土
木
の
工
事
に
は
な
り
ま
す
が
、
な
か
な

か
見
る
機
会
の
少
な
い
特
殊
な
工
事
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
興
味
を
持
っ
て
見
学

し
て
い
ま
し
た
。
直
径
11
.
38
メ
ー
ト
ル
の

シ
ー
ル
ド
は
、
防
音
さ
れ
た
作
業
場
で
組
み

立
て
る
た
め
、
と
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
圧

巻
の
現
場
で
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
量
の
多
い
、
近
隣
と
の
距
離

が
近
い
街
中
で
の
工
事
と
い
う
こ
と
で
、
安

全
面
、
騒
音
な
ど
の
近
隣
対
策
の
苦
労
が
あ

る
よ
う
で
し
た
。
建
築
の
現
場
に
も
通
じ
る

と
こ
ろ
も
多
く
、
建
設
業
の
最
新
技
術
を
学

ぶ
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■　現場見学会 ■　シールドトンネル工事現場を見学

■　最新機器の説明 ■　WEB 発信セミナー

■　経営者講習会


